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外
的
存
在
で
あ
る
こ
と
は 、
い
ま
や

周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う 。

本
揺
は 、
著
者
が一
九七
七
年
初

頭か
ら
現
在にい
た
る
ま
で 、
『
サ

ン
ケ
イ』
紙
上
に
綿々
と
述殺しつ

づ
けて
い
る
「
毛
沢
東の
恕
劇」
を

第一
期
金
五
巻に
ま
と
め
たもの
で

あ
り 、
第一
巻
は 、
文
革
前
史とも

い
え
る
五
0
年
代半
ば
以
降 、
ヌ
革

の
開
幕
を
縫
て 、
六
七
年七
月の
武

漢事
件ま
で
を 、
第二
巻
は 、

武漢

事
件
以
降 、
六
九
年の
九
金
大会ま

で
を
対
象
と
し
て
い
る

ま
だ一 、
二
巻
の
み
の
刊行
なの

で 、
全
体
的
な
評
価
は将
来に
ま
た

…

日し】
降
ヨ
白地一詠
む
若隅r

J

川
JJコ
ロ
オ
否
定J
Zノ
長Hf
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事
了
戎
トu
hJ

Kト
ド
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ア

幸pz
d

自
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ノ
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文
化
大
革
命
を
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
に
再
構
成

Z
Z
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中

嶋

嶺

雄
2一
九

も 、
た
んに
中
国
内
政に
注
目し
て

つ
い
て
は 、
去
る八
月初
旬 、
六
万

い
るの
み
な
ら
ず 、
国
際
情
勢の
動

七
千四
百
人が
惨役
され
た
と
い
う

き
も
克
明に
追っ
て
い
る
ば
か
り

驚
くべ
き
事
実
が
時一
新
聞
で
確
認

か 、
一
九
五
八
年の
「
大躍
進」
政

され
た
が 、
本
設で
はい
ち
は
や
く

鍛の
鼓
吹者で
あっ
た
劉
少奇
が
六

当
時の
状
況
が
分
析されて
い
て 、

一
年
春 、
み
ずか

ら担問の
農
村
を

著者の
報道の
正
し
さ
が
浮き彫
り

視
察
し
て
毛
路
線
へ
の
批
判
に
転

されて
い
る 。

じ 、
劉
少
車問
時代
廷闘
め
よ
う
と
し

著
者
を
し
て 、
と
ζ
ま
で
執
念
的

た
こ
と 、
Jハ
四
年
暮の
全両
人
民
代

に
乙
の
大
作に
取
り
組
ませ
た
動
機

表
大会
で
の
幹
部
夫人
の
大
賢
進
出

は
な
に
か 。
それ
は
凡
百の
中
国
報

は 、
江
荷
積
場の

H
か
くれ
ミ
ノu

道
や
文
革
論の
虚
偽に
たい
す
る
者

だっ
た
こと 、
ま
た 、
郷
小
平 n
自

者の
怒り
で
あ
り 、
文
化
大
革
命
と

コ
挺
抑
の
秘
め
られ
た
含
殺 、ムハ

い
う
この
生
々
し
い
人
間
Eフマ
を

八
年三
月の
楊成
武
事
件の
真相
な

貫
流
し
た
僧
惑
と
怨摘出の

政治過
程

ど 、
新
し
い
解釈
が
数
多く
加
え
ら

を
ζ
そ 、
あ
り
の
ままに
報
ずべ
き

で
あ
る
と
い
う
記
者
四端で
あっ
た
と

い
わ
ね
ば
な
る
まい 。
（
第一
期
金

5
巻 、
B
6 、
－

三
O五
頁 、
日
二

五三
百四 、
各二
O
O
Q
円・
サ
ン
ケ

イ
新
聞社）
（
なか
じ
ま・
み
ねお

氏H
東
京
外
国語
大
学
教
授・
現
代

中
国
学
専
攻）

女
し
ばた・
みの
る
民
は
サン
ケ

イ
新
聞社
論
説・ 一一
集
呑
員 。
東

京
外
語
大
卒 。
若宮に
「
報
道
さ

れ
なかっ
た
祁
京」
「
周
恩
来の

降
代」
「
毛・
周
以
後の
中
国」

「
挨回
穂の
中
国診
断」
など 。－

昭
和
5

年
生 。・

、，Jロ〕躍月一

建
一回一一一
十年
を
ζの
秋
に
迎え
よ

日一
う
と
して
い
る
中
国
は 、
い
ま
大
き

3一
く
転換
レつ
つ
あ
る 。
文
化
大叢
命

月
一

はも
は
や
芸
定
過
去の
もの
と
な

9
一

っ
た 。
それ
ど
と
ろ
か 、
非
毛
沢
東

町
一

化
が
滋待
ず
る
なか
で 、
「
プロ
レ

w
一

タ
リ
ア
文
化
大革
命」
その
もの
が

閑
一

い
ま
や n懇
の
代
名詞u
とな
り 、

白
一

中
国
民
衆も
指
導
者も 、
文革
と
い

年
一

う
慈
雲」
必死
に
忘れ
去
ろ
う
と
し

3一
て
い
るか
の
よ
う
で
あ
る 。
文
化
大

J
－

－

 

g一
一車
命の
開
幕叩酬に
災田中
的
な
批
判の

ー
一

対
象と
なっ
た
毛
沢
東
批
判の
評
論

祭『
燕
山
夜
話』
や
『
三
家
村
札

記』
も
域
近復
刊
され 、
紅
衛
兵
に

激し
くつ
る
し
あ
げ
られ
た
劉
少奇

夫
人・

T光一平一（女
史
も
元
気
な
姿
を

見
せ
て 、
と
も
に
大
衆の
人
気
を
博

して
い
る 。
文
化
大
革
命
は 、
ま
さ

に
大
い
な
る
成
妥
で
あっ
たの
で
あ

り 、
中
国
社
会
を
破
滅
に
陥
れ
た
の

で
あっ
た 。

ね
ば
な
ら
な
い
と
はい
え 、
この
部

だ
が 、
中
国
向身
が 、
こ
う
し
て

分
は 、
者
有か
北
京
支
局
長
と
し
て

文
化
大
革
命中市｝
山間
算
し
よ
う
と
し
て

活
路
し 、
ま
た 、
そ
れ
ゆ
え
に一
九

い
れ
ば
こ
そ 、
い
ま
ζ
そ 、
あの
十

六
七
年
九
月に
中
国
当
局に
よっ
て

年
に
も
わ
た
る
狂
乱
怒
簿の
ド

ラマ

国
外
退去
を一冨
い
わ
た
され
た
と
い

が
再
構
成
され 、
泌
録
さ
れ
ね
ば
な

う
原
依
験
に
基
づ
い
て 、
もっ
とも

ら
な
い 。

ド
ラマ
チッ
ク
な
文革
初
期の
情
況

と
はい
え 、
わ
が
国の
放
多
く
の

を
見
事に
搭
き
あ
げ
た
も
の
で
あ

中国
担
宵
記
名の
なか
で 、
こ
の
よ

る 。
そ
の
手
法
は 、
で
き
る
だけ

う
な康
史
的
過
得
を 、
自
らの
報
道

実
証
的
に
資
斜
に
よっ
て
経
過を
あ

の
真
実と
その
員
任に
照し
て
記
述
と
づ
けつ
つ 、
ま
さ
に
大
間
小説
的

レ
得
る
者
が
ど
れ
ほ
ど
存
夜
す
る
で

に
ド

ラマ
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る

あ
ろ
うか 。
ス
ク
ラv
プ
や
縮
刷版

も
の
で
あ
り 、
おの
ず
と読
者
をし

を
穏
い
て
み
る
た
びに 、
わ
が
閣の

て
真
迫
感に
ひ
た
ら
せ
る
あ
た
り 、

文
革
期
中
凶
報
道の
惨
状
を
再
確
認

弱
者
が
す
ぐれ
た
ジャ
ー

ナ
リス
ト

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
ある 。

と
し
て
の
鵬山崎
力
と

文筋力
を向
レ

柴
田
穏
氏
が
この
点
で
資
吊一
な
例

て
い
る
こ
と
を
示
して
い
る 。
しか
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れて
い
る 。
六
八
年
六
月に
百
余
の

死
体が
寄
港
に
漂
流
し
た
広
西
チ
ワ

ン
族
自
治
区の
武闘 、
橋
州
事件
に
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